
群
、
集
落
に
と
も
な
う
井
戸
、
中

。
近
世
の
土
墳
群
な
ど
が
あ
る
。
中
世
の
上

竣
か
ら
は
、
多
量
の
瓦
類
の
ほ
か
、

「寺
」

「
西
城
房
」
と
刻
ま
れ
た
灯
明
台

も
出
土
し
て
い
る
。

ω
の
木
筒
は
径
約

一
・
八
ｍ
、
深
さ
約
三
ｍ
の
円
形
素
掘
り
井
戸
か
ら
、
墨

書
土
器
を
含
む
多
量
の
土
師
器
、
須
恵
器
と
と
も
に
出
上
し
た
。
伴
出
遺
物
か

ら
九
世
紀
代
と
推
定
で
き
る
。
②
の
木
簡
は
長
径

一
。
四
ｍ
、
短
径

一
・
二
ｍ
、

深
さ
約
二

・
五
ｍ
の
円
形
の
井
戸
よ
り
、
土
器
、
木
製
品
と
と
も
に
出
土
し
た
。

伴
出
遺
物
よ
り

一
三
世
紀
末
か
ら

一
四
世
紀
初
頭
の
も
の
と
推
定
で
き
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

〔道
道
道
道
己

ω

　

□
　
河
内
国
丹
比
郡
□
□

『
□
□
□
□
□
』
（∞］
μ
）
×
（
μ］
）
×
伽　
　
Φ
∞
μ

②
　
・
ヨ
自
蘇
民
将
来
子
孫
住
宅
也
」

〔十オ
ヵ
〕

名
南
元
五
大
力
□
　
　
　
　
」
　
　
　
　
　
　
牌⇔聟
貧
ｙ
的
霞

９
　
関
係
文
献

大
阪
府
教
育
委
員
会

。
働
大
阪
文
化
財
セ
ン
タ
ー

『松
原
市
観
音
寺
遺
跡
第

２
次
発
掘
調
査
概
要
』
盆

九
八
六
年
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（高
橋
雅
子
）

大
阪

・

所
在
地
　
　
　
大
阪
府
岸
和
田
市
箕
土
路
町

調
査
期
間
　
　
一
九
七
四
年

（昭
４９
）
二
月
ｉ
五
月

発
掘
機
関
　
　
岸
和
田
遺
跡
調
査
会

調
査
担
当
者
　
近
藤
利
由

遺
跡
の
種
類
　
寺
院
跡

遺
跡
の
年
代
　
平
安
時
代
後
期
ｉ
近
世

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

犬
飼
堂
廃
寺
は
、
岸
和
田
市
衡
地
の
北
東
に
あ
た
り
、
標
高

一
二
ｍ
前
後
の

中
位
段
丘
上
に
位
置
す
る
。
北
東
側
に
隣
接
し
て
、
久
米
国
池
に
源
を
発
す
る

天
の
川
と
呼
ば
れ
る
小
川
が
北

西
へ
流
れ
て
い
る
。
当
該
地
周

辺
は
、
縄
文
時
代
以
降
の
遺
物
、

と
く
に
弥
生
土
器
の
散
布
が
多

く
み
ら
れ
る
箕
土
路
遺
跡
と
し

て
知
ら
れ
て
い
る
。　
一
九
七
四

細

年
、
第
二
阪
和
国
道

（現
国
道

件

２６
号
線
）
工
事
関
連

区
画
整
理

事
業
の
実
施
に
伴
い
、
発
掘
調

7654321

犬燃
飼含
堂す
廃
寺



1985年出上の木簡

査
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
弥
生
土
器

・
土
師
器

。
須
恵
器

。
瓦
器
な
ど
の

ほ
か
、
平
安
時
代
後
期
以
降
の
屋
瓦
片
が
多
数
出
上
し
た
。
遺
構
と
し
て
は
、

柱
穴

。
井
戸

。
小
溝
の
ほ
か
調
査
地
南
端
で
は
、

ロ
ス
ト
ル
式
の
瓦
窯
も
二
基

検
出
さ
れ
、
寺
院
跡
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
木
簡
が
出
上
し
た
の
は
、

杉
と
思
わ
れ
る
針
棄
樹
の
板
を
組
み
合
わ
せ
た
円
形
の
井
戸
か
ら
で
あ
る
。
こ

の
井
戸
は
、
板
と
板
と
を
接
合
す
る
の
に
竹
の
目
釘
が
使
わ
れ
て
い
る
。
井
戸

内
か
ら
は
中

ｏ
近
世
の
屋
瓦
類
や
牛
の
ツ
メ
切
り
に
使
用
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る

小
型
鎌
が
出
上
し
て
い
る
。

３
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

①
　
。
「
ｏ
泉
錦

×

〔泉
錦
ヵ
〕

名

ｏ
□
□

×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（霞
Ｙ
∞ァ
ヽ
忌

（穿
孔
）

材
質
は
針
葉
樹
で
あ
る
。
上
部
に
小
孔
が
穿
た
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
付
札

の
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

「
泉
錦
」
が
何
を
意
味
す
る
の

か
明
ら
か
で
な
い
。

９
　
関
係
文
献

大
阪
府
立
泉
北
考
古
資
料
館

『記
さ
れ
た
世
界
』
盆

九
八
四
年
）（近
藤
利
由
）

ほ

づ
み

大
阪
・穏
積
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
大
阪
府
豊
中
市
服
部
南
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
五
年

（昭
６０
）
七
月
？
八
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
豊
中
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
田
上
雅
則

５
　
迫退
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代
後
期
を
室
町
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

穂
積
遺
跡
は
、
猪
名
川
、
天
竺
川
、
神
崎
川
な
ど
の
大
小
河
川
に
よ
っ
て
形

成
さ
れ
た
沖
積
平
野
に
立
地
す
る
、
弥
生
時
代
後
期
か
ら
室
町
時
代
に
亘
る
複

合
遺
跡
で
あ
る
。
周
辺
に
は
勝

部
遺
跡
、
日
能
遺
跡
、
庄
内
遺

跡
な
ど
学
史
的
に
も
著
名
な
遺

跡
が
点
在
し
、
ま
た
、
大
阪
府

指
定
史
跡
の
春
日
大
社
南
郷
目

邸

代
今
西
氏
屋
敷
に
所
蔵
さ
れ
る

剛
　
『今
西
家
文
書
』
よ
り
、
摂
関

欲

家
領
垂
水
西
牧
榎
坂
郷
に
含
ま

れ
る
事
が
判
明
し
て
お
り
、
考




